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１．基本方針の策定 
 

 １－１．長寿命化修繕計画の目的 

 

富谷市が管理する大型カルバートについて、長寿命化修繕計画を策定することによ

り、事後保全（大規模補修 高コスト）から、予防保全（小規模補修 低コスト）へと

移行することでライフサイクルコストの縮減を図るとともに、適切な維持管理を継続的

に行うことで地域道路ネットワークの安全性・信頼性を確保することを目的とする。 

なお、大型カルバート長寿命化修繕計画作成にあたり、「みやぎ型・市町村版橋梁長

寿命化修繕計画マニュアル（令和3年6月）」および「富谷市橋梁長寿命化修繕計画（令

和4年1月）」を基に取りまとめを行った。 

 

 
 

 

 １－２．長寿命化修繕計画の対象構造物：大型カルバート 

     

    富谷市が管理する下記施設を対象とします。（2022年3月31日時点） 

 

       ・大型カルバート     【１施設】 

 

対象大型カルバート（現況）諸元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施 設 名 新富谷アンダーパス 

箇 所 名 富谷市 成田 地内 

路 線 名 市道富ケ丘明石線 

橋 長 175.000m 

竣 工 年 次 平成 6年（1994 年） 

構 造 形 式 場所打ちボックスカルバート 
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１－３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）健全度の把握の基本的な方針 

 

施設の竣工年度や立地条件などを十分に考慮し、みやぎ型・市町村版 橋梁点検マニ

ュアルに基づいて定期的に点検を実施し、施設の損傷状況を把握する。 
 

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

施設を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、道路パトロールおよび清

掃などの実施を徹底する。 

 

１－４．長寿命化修繕計画の策定 

長寿命化修繕計画策定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※みやぎ型・市町村版 橋梁長寿命化修繕計画策定マニュアル 抜粋 

※富谷市橋梁長寿命化修繕計画 抜粋 
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 １－５．対象施設の長寿命化及び修繕に係る費用の縮減に関する基本的な方針 

長寿命化修繕計画を策定する場合、「事後保全型」と「予防保全型」の維持管理シナ 

リオによるライフサイクルコストを比較し、検討を行う。 

※定期点検では、「ひびみっけ」等の新技術活用の検討を行い、従来工法との費用 

縮減検討を踏まえ、費用の縮減、事業の効率化を目指します。令和９年度までの 

コスト縮減目標は、新技術等の活用により従来工法（５百万円）に比して８％程度 

（４十万円）の縮減を目標時として修繕計画を作成していきます。 

なお、集約化・撤去対象の検討を行った結果、当該施設は緊急輸送道路に接続する 

重要な幹線道路内に位置しており、周辺には物流倉庫や大型商業施設が隣接している。 

交通量は約14,000台/12ｈと多く、隣接する迂回路を利用した場合、住宅団地内や通学 

路を通行することとなり、社会活動等に大きな影響を及ぼす可能性があるため、当該 

施設の集約化・撤去を行うことが困難である。 

周辺の状況や施設の利用状況を踏まえて、再度検討を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１－６．劣化予測 

 

（1） 劣化予測手法 

主要部材（頂版、側壁、継手等）の健全度（判定区分Ⅰ～Ⅳ）を判定し、劣化予測

を行う。 

 

（2） 宮城県市町村の劣化予測式 

宮城県内の市町村において、使用する劣化予測式は以下のとおりとする。 

本業務、大型カルバートにおいて、「桁橋（RC橋）の主桁」を使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※富谷市 橋梁長寿命化修繕計画(令和 4 年 1 月) p.3 より抜粋 

項 目 劣化予測式
桁橋(鋼橋)の主桁(※1) y=－0.0057X^2－0.8216X+100

コンクリート床版 y=－0.0048X^2－1.0187X+100
コンクリート製下部工 y=－0.0024X^2－1.0148X+100

桁橋(PC橋)の主桁 y=－0.0067X^2－0.7712X+100
桁橋(RC橋)の主桁 y=－0.0042X^2－0.7846X+100

支承部（鋼製支承） y=－0.0029X^2－1.0059X+100
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新富谷アンダーパス劣化予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新富谷アンダーパスの劣化予測を行った結果、 

    ・大型カルバートの健全度Ⅱへの到達年数 約 22 年程度 

・大型カルバートの健全度Ⅲへの到達年数 約 50 年程度 

  と、なっていることを考慮し、新富谷アンダーパスの竣工年次から定期点検、補修・補強工事を

時系列で精査し、補修対策周期の設定を行う。 

上記より、当該施設は、標準よりも劣化速度が速い傾向にあると推定される。 
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２．健全性の診断 
 

２－１．損傷の診断・分析 

シェッド、大型カルバート定期点検要領（H31.3）国土交通省道路局より、健全性と対策区

分の判定の関係性を以下に示す。 

当該大型カルバートの健全性の診断結果は、健全度Ⅱ（予防保全段階）と判定する。 
 

 所見 ：ブロック 1，2 の頂版にひびわれが多い(道路交差部)。頂版の函軸方向

(w=0.3mm、0.25mm)は活荷重や土被り圧の影響などによる曲げひびわれと考

えられる。側壁ひびわれ（w=0.55mm）は発生状況からみて、温度ひびわれ

と考えられる。前回点検時からの進行が見られるため、予防保全の観点か

ら補修を行う必要がある。舗装に損傷の進行が見られる箇所があり、維持

工事で対応する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※シェッド、大型カルバート定期点検要領（H31.3）国土交通省道路局より 
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３．補修工法の検討 
補修内容一覧 

以下に、定期点検結果に基づき検討した当施設の補修内容一覧を示す。 

次頁以降に、各部材の損傷状況と対策案を示す。 

 

ボックスカルバート部 

 

取付擁壁部 

 

 
当該施設の健全性の判定は予防保全段階の区分Ⅱであるが、劣化速度が標準よりも速いこと、並びに第三

者被害の防止の観点から、上記対策を早い時期に実施することが望ましい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

工種 施工箇所 工事内容 

頂版補修工 

側壁補修工 

頂版 

側壁 

断面修復工（ポリマーセメントモルタル） 

ひびわれ補修工 

(ひびわれ充填工、ひびわれ注入工) 

継手補修工 目地部 経過観察 

舗装補修工 

縁石補修工 
内空道路 

切削オーバーレイ工 

断面修復工 

付属物補修工 内装板 ボルト取付取替工 

工種 施工箇所 工事内容 

擁壁補修工 擁壁 

断面修復工（ポリマーセメントモルタル） 

ひびわれ補修工 

(ひびわれ充填工、ひびわれ注入工) 

目地材注入工 
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４．長寿命化修繕計画による効果 

 

 以下に今後の修繕にかかる費用についてはシミュレーションを行ったものを示します。 

  

 2094年までに事後保全による補修費用は約220百万円かかるのに対し、予防保全による補修 

費用は約140百万円（80百万円の縮減）となり、約36％の縮減が見込まれます。 

 

 シナリオ 対象年 補修費用 

試算シミュレーション① 予防保全 １００年 ２７百万円 

試算シミュレーション② 事後保全 １００年 １０７百万円 

 

 

・計画期間：1994 年～2094 年（100 年） 

 

・工事費設定：工事費は直接工事費、間接費（共通仮設費、一般管理費等）を含める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年度
判定
区分

緊急
輸送路

迂回
路
の有
無

R4 R5 R6 R7 R8 R4 R5 R6 R7 R8

1 新富谷アンダーパス 富ケ丘明石線 1994 28 175ｍ 13.50m 大型カルバート 富谷市 成田三丁目 2021年 Ⅱ 指定なし 無 〇 通行止め 頂版補修、側壁補修、路面補修 27.5百万円

点検の時期

備考 主な措置内容
対策費用
（百万円）

修繕の時期

5．富谷市大型カルバート長寿命化修繕計画　対象施設一覧表

有効
幅員
（ｍ）

種類 所在地

点検結果 重要度

利用者・第
三者

への影響
番号 施設名 路線名

建設年
（西暦）

建設後
経過年
数

延長
（ｍ）
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